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要旨

近代の日本人のほとんどは、まぎれもないレイシストであった。それは、中国（人）観

が証明している。江戸期には、満州族の風俗である「弁髪」をもって、消国人を「芥子坊

主」「ぱつち坊主」と呼んでいたが、そこに侮蔑的な意味合いは含まれていなかった。そ

れが、江戸中期以降に少しずつ変化し、アヘン戦争などで中国が列強の前に敗退すると、

知識人の中に中国を反面教師とする中国観が成立してくる。そして、明治に入るとすぐに

｢チヤンチャン坊主」という侮蔑的な呼称が使われはじめ、「豚尾漢」などの呼称とともに

都市部・居留地から地方へと徐々に広まっていった。その過程は、同時に、清国人を「豚」

の漫画や絵で視覚化し、蔑視の対象にしていく過程でもあった。しかし、日清職争までは、

こうした中国人観が地方の民衆の中にまで浸透していたとはいえず、侮れない強国とする

浬職も存在していたが、職勝により、国民的レベルで侮蔑的な中国人観が定藩していった。

キーワード中国観、差別、レイシズム、「ちゃんちゃん｣、「豚尾漢J，「豚」

はじめに

ある民族が、他の民族をどのように表象してきたか。

ことばによるもの、漫画や絵によるもの、と表象の仕方は多様であるが、

その表象の中にレイシズムが見え隠れしていることは否定できない。それは、

ジョン・ダワー『人種偏見」やサム・キーン『敵の顔』などの研究を参照す

るまでもなく、明らかなことである。

しかし、他民族をことばや漫画で表象するのは、なにも戦争の時に限った
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ことではない。日常的に形成されてきたそれを、戦争は激化させただけのこ

とである。とするならば、その形成過程にこそ光があてられなければならな

いことになる。

本稿の課題は、「チャンチャン」や「豚尾」（とんび）など、中国人に対す

る侮蔑的な呼称が成立し、中国人に「豚」のイメージが投影されるようにな

る歴史的過程を明らかにすることを通して、近代日本のレイシズムの一端を

提示することにある。

近代日本の対外観をめぐる従来の研究では、もっぱら、知職人のそれが中

心であり、さらに文献史料の分析が中心であった。民衆に視点をあてた研究

や、ことばのなかでも呼称をとりあげた研究、漫画や絵に注目した研究はほ

とんどなされてこなかった。

本稿の概要にあたる文章を、私はすでに、「日本史のエッセンス」の中で

発表しているが、そこでは漫画や絵を紹介することはできなかった。その後、

本稿が対象とする時期やテーマに関して、漫画や絵に着目した研究が、滝浮

民夫「日清戦争後の「豚尾漢」的中国人観の形成」や大日方純夫『はじめて

学ぶ日本近代史ｊによって発表された。本稿では、漫画や絵に加え、呼称の

問題もあわせて取り扱うことで、両者が相関的に作用して中国人に対する侮

蔑意識を形成・蔓延させていった過程を明らかにしたい。

一般に、近代日本の中国槻には、ふたつの大きな画期があったといわれて

いる。一つは、幕末期で、もう一つが日滑戦争期である。しかし、民衆の中

国観に視座を定めて考えれば、中国（人）に対する侮蔑意識が一般に定着す

るようになったのは、日清戦争が画期であった。横浜に住んでいた荒畑勝三

少年（後の寒村）は、「支那人は元来、戦前は一般にすこぶる親愛されてい

た。（略）彼らが少なくとも富山の薬売りよりは親しまれ、且つ好遇されて

いたことは疑えない｣(1)と回想し、群馬県の沼田で少年時代を送った生方敏

郎も、「この戦の始まるその日まで支那人を悪い国民とは思っていなかった

し、まして支那に対する憎悪というものを少しも我々の心の中に抱いてはい

なかったのだから｣(2)と振り返っている。

本稿では、江戸期から1910年代までの長いスパンで見ていくことで、「チャ

ンチヤン」から「チヤンコロ」へと蔑称が転換していく時期についても考察
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を加えたい．

１「チャンチャン」などの蔑称の形成過程江戸期から明治０年代まで

満州族特有の風俗であった弁髪から、清国人を「ぱつち坊主」や「芥子坊

主」と呼ぶのは江戸期に始まる。しかし、そこに侮蔑的な意味は含まれてお

らず、単なる呼称に過ぎなかった。

もっとも、明国の滅亡が契機となって「日本型華夷秩序」が形成されてく

るとする研究もあり、儒学者の中には清国を密かに軽蔑していたものもあっ

たろうが、一般の民衆の中国イメージは、陶磁器や扉風などに描かれた、愛

らしい「唐子」に代表される。

こうした中国観が転換の兆しを見せ始めるのは、１８世紀に入ってからでは

なかったろうか。近松門左衛門の代表作『国姓爺合戦』は、1715年11月１日

に大坂の竹本座で初演されたが、好評を博して17ヶ月にも及ぶロングランを

記録した。近松物第一の当たり物といえる作品である。主人公は平戸に住む

日中混血の「和藤内｣。明国の忠臣の血を引く「和藤内」が、明朝の再興を

かけて清国に攻め入る話である。その出陣の場面は、次のように描写されて

いる。

「軍勢催し縫靭へ逆寄せに押しよせ。鍵組頭の芥子坊主。捻じ首つらぬき

追つぶせ。切りふせ。御代長久の凱歌をあげん事和藤内が心魂に。徹する所。

天の時は地の利にしかず。地の利は人の和にしかず。吉凶は人によって日に

よらず。此のまますぐに御出船道すがら島々の夷をかたらひ案の中なる軍せ

ん御出陣といさみしは。三韓退治の神功皇后舷紬に立ちし荒御前を。今見る

ごときいきおひなり｡」

和藤内の出陣に当たり、「神功皇后」の「三韓退治」という神話が想起さ

れていることは、考えるべき一つのポイントである。一般に、幕末に近づく

につれ、神国イメージや豊臣秀吉の朝鮮侵略への肯定的イメージが語られる

ようになるとともに、対外的優越感が萌芽的に形成されてくることをあわせ

て考えるならば、近松の「国姓爺合戦」の「鍵組頭の芥子坊主」という表現

には、若干の侮蔑的な意味合いが含まれていたと考えることも可能である。

知識人レベルで、中国に対する評価が決定的に転換していったのは、１８４０
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年にはじまるアヘン戦争による中国の敗北であった。さらには、1856年のア

ロー号戦争でもあった。それを見事に代表するのが、福沢諭吉である。

福沢は、1865年に発表した『唐人往来」の中で、中国は、アヘン戦争で

｢英吉利より痛き目に逢ひ｣、「又々性も懲もなく」英国の軍艦と戦ってやっ

つけられた。「是れ皆世間知らずにて己が国を上もなく貴き物の様に心得て、

更らに他国の風に見習ひ改革することを知らざる己惚の病より起りたる禍な

り。言語道断、風上にも置かれぬ悪風俗、荷めにも其真似をすべからず｣<3〉

と述べている。そして、アヘン戦争でイギリスを相手に戦った林則徐を「智

溌なしの短気者」とまで形容している。福沢は、「世界国尽』（1869年）でも

同様の中国観を展開しているが、このような「反面教師」「悪い手本」視は、

佐久間象山などにも共通していた。

しかしながら、幕末維新期にあっても、理想とする「周」と現実の「清国」

とを区別して、中国に対する伝統的な崇敬の念を抱いていた人間も多かった。

とりわけ民衆の中に根強く息づいていた。たとえば、信達一摸の首謀者と目

された菅野八郎や、羽後本荘の老農菅原源八などは、強烈な排外意織と日本

を「神国」とする観念を有していたが、中国に対する尊敬の念も併せ持って

いた。菅原源八は、中国も「神国」であると考えていた。

ここで注目すべきは、仮名垣魯文の『万国航海西洋道中膝栗毛』である。

いうまでもなく、十返舎一九の陳海道中膝栗毛』をもじったその海外旅行

版ともいうべき内容の戯作文学であるが、その二編上（1870年）では、『国

姓爺合戦』を引用し、主人公の弥次郎と北八が自らを「大日本神国のお旅人

さま」とする規定とともに、「ちゃんちゃん」や「豚の尻尾」という言葉が

頻出しているのである。たとえば、上海に上陸したときは、「男子ハ老たる

幼きを選（ず等しくちゃん一～芥子坊主」とのべ、旅宿でビールを飲んで騒

いでは、「ナンダこの毛唐人めら勿体しごくもねへ大日本神国のお旅人さま

がたがお酒をめしあがシてお出であそ（すおざしき間近く泥沓を踏込みやア

がって失敬厄介どつけへそツけへ其処一寸も立せれへぞサアこつちへ這入て

酌でもしろいやだとぬかしアぶらさがった豚の尻尾を引ずりこむぞ」と怒鳴

りつけている。

この 万国航海西洋道中膝栗毛』では、第三編の「自序」の中で「支那
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学士」に「ちゃん一～ぼうず」とルビがふられているほか、「ちゃん一～坊

主」という表現も、第三編と第十編下に登場する。こうした「ちゃんちゃん′

坊主」や「豚の尻尾｣、さらには「おけしちゃん」という使用法には、明ら

かに侮蔑的な意味が感じ取れるのであるが、「ぶらさがった豚の尻尾を引ず

りこむぞ」と怒鳴った直後には中国人にひっぱたかれて尻餅をつくなど、侮

蔑的な「まなざし」がそのまま彼我の「力関係」を規定するものにはなって

いないことにも留意する必要がある。

明治６，７年頃には、いわゆる「開化物」と称される本が盛んに出版され

た。その代表的なものの一つである加藤祐一の「文明開化』（1873年９月）

では、「散髪にはなるべき道理」の部分で、次のように述べている。

「漢土も明といふ世の時分までは、惣髪で居たものじゃが、鍵靭といふ片

隅の国から起って、明を亡ぼして、清といふ世に改たまった、其頃から其の

縫靭の風に成て、皆芥子坊主に成たのじゃ芥子坊主あたまといふものが、見
あ たまげす

よい天窓じゃとおもはしやるか、ひんもなく威もなく下人あたまにち力fひな

い、此方の野郎あたまも、身晶屑なり見馴て居た事故、をかしいとも思はず

に居たのじゃが、能う考へて見ると可笑なあたまて、ちやん一～坊主も笑は

れぬ事じゃ｣。

ここでは、ちょんまげを廃して散髪にするのが文明開化であると主張する

のに、その反面教師として弁髪が引用されている。「開化物」のほとんどは、

｢文明」や「開化」を代表する主人公が、「野蛮」や「頑固」「固晒」を代表

する人物に、文明のメリットを諒々と教え諭す構成になっているが、「開化

物」が疑うこともせず前提としている「文明」対「野蛮」のコードの中の

｢野蛮」の側に弁髪が位霞づけられ、しかも「ちゃん一～坊主」という呼び

方も登場しているのである。

1874年（明治７）７月22日の「東京日日新聞」には、はやくも次のような

記事が掲載されている。
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図１『東京日日新聞」1874年８月10日

チャンーー坊主なれば私チヤンー～坊主と呼びしのみチャンーー坊主なら

ざるものをチャンーー坊主とは呼ばず全くチャンーー坊主をチャンーー坊

主と呼びしに相違なき段を供すチャンーー坊主と呼びしを以て詮違五十六

条に依りて処分せられたりと

1874年といえば、５月に台湾出兵が強行されている。おそらくは、その影

響があったのだろう。

また、同年８月10日の陳京日日新聞」には、弁髪をカリカチュアライズ

した絵が掲載されている。（図１）しかし、この時点では、まだ「蛇」であっ

たことに注意しておきたい。

２明治10年代『回圃珍聞」を例に

侮蔑的な「まなざし」が意味を持ってくるのは、そこに中国人が目に見え

るかたちで存在している地域においてである。その意味で、中国人に対する

侮蔑意職がひろがりはじめたのは、まずは彼らの寄留地である横浜や長崎、
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図２「図画珍聞』1879年２月22日

そして東京などの都市においてであった。ひろたまさきは、「アジアへの蔑

視が底辺民衆をいつごろからとらえはじめたかについては、まだ十分な論証

はできないが、（中略）1876年（明治９）７月の「東京日日』には、在日清

国人が日本の庶民に「チャンチャン坊主」と潮弄された事件が、記者自身の

蔑視感にも色あげされて報じられているが、それは征台事件のキャンペーン

の影響が底辺民衆にも蔑視感を拡大させていったことを示しているように思

われる」と指摘しているがく4》、地域性を無視して即座に「底辺民衆」全体に

まで蔑視感が拡大していった事例とするのは先走りすぎである。あくまで

｢都市の」という限定付きであったそれは、琉球帰属問題、壬午軍乱、甲申

政変など、中国との間に外交問題が生起したときに必ず浮上し、次第に蔓延

していくのである。

絵入りの風刺雑誌である「閲図珍聞｣（1877年３月14日創刊）は、民衆の

中に中国（人）＝「豚」のイメージを植えつけ拡大するのに大きな役割を果

たした。以下で紹介する漫画や絵の中には、すでに滝漂・大日方が紹介して

いるものもあるが、行論の必要上、重複をいとわず引用することにしたい。
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図３「図画珍聞」1879年６月21日

滝瀧によれば、「家」の絵の初出は、1878年（明治11）１月26日、第45号

の「りう的と引き合う二本ぼうと家」である。いうまでもなく、琉球の帰属

をめぐる日清間の緊張の高まりを風刺したものである。

同様に、図２は、1879年（明治12）２月22日の第96号に掲斌されたもので

あるが、絵の中にある英文の「TheJapanesedesiretotrans仕omtheRiukiuinto

akenagainstthe”monstmncesoftheirpig-tailedneighbours」という説明が物

語っているように、この年三月に強行される沖縄の廃藩瞳県（琉球処分）を

先取りした記事である。包丁で切って与えられようとしているのが「琉球芋」

で、それを食べようとして待っている「豚」が清国である。

図３は、同年６月21日の第113号に掲載されたものである。日本と中国と

が、文明化のウォーキングマッチをしているという絵である。その説明書き

にはこうある。「大きな身体をしてさっぱり歩行ねへから皆に馬鹿にされる

のだアレ見る豚〆～とおか支那ふうで歩行くなア」「小さへだけ有て嫡

蛤が飛様にずん〆～進んで性が何とも早足なものぢやアねヘカ、併余り急い
あた立

て天窓へぱかり気力ｆ上り足下ハちとひょろつくなアイヨー早いぞ一～｣。
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図４『図画珍聞』1882年８月５日

ここでも、中国は廟弄の対象にされているが、同時に日本の近代化に対して

も急ぎすぎで足下がおぼつかないと批判的にとらえられていることが注目で

きる。

図４は1882年（明治15）８月５日の第277号付録に掲栽された絵である。

背景には、７月23日に朝鮮で発生した壬午軍乱がある。「大評判頑虎（＝頑

固）の見世物」と題されたこの絵に描かれている「虎」は朝鮮を指している。

この虎は、「一度に二人りの人を食ひ開化の鼻を喰ひ切らんと歯向て来る」

とされているように、文明開化の風潮に逆らっている頑固ものであることが

見世物の価値となっている。額縁に入った絵をまえに演台で口上を述べてい

る「とんぼ（＝蛸蛤)」が日本であり、それを見ている観客の中に「豚」と

｢鷲」がいる。「鷲」はおそらくアメリカを指しているであろう。

このように、「豚」で表象されることが定着してきた清国は、翌83年（明

治16）６月13日の個圃珍聞』第345号で、今度は「仏狼」と相撲を取らさ

れている。図５がそれである。いうまでもなく、安南の領有をめぐるフラン

スと清国の対立の激化を踏まえたものである。ただ、その説明書きをみると、
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図５『廻圏珍聞」1883年６月13日

｢此方にｷﾛﾍし豚が綴ハその体肥大にして…仁王立ちに踏跨り」と書かれて

あり、「狼山」に必ずしも負けてはいない。むしろ互角にわたりあうだろう

という予測である。そして、そのとばっちりに注意することが指摘されてい

る。

しかし、同年９月１日の「圃閲珍聞』第368号では、今にも襲いかからん

とする「フツ狼」から必死に逃げようとしている「豚」の姿が描かれること

になる。「フツ狼」が「豚」をつかまえられないのは、マダガスカル問題や

国内問題などの「首輪」と、英米独露が邪魔をするせいであると述べられて

いる。（図６）

以上のように、明治10年代の「図図珍聞』を見ていくと、清国＝「豚」の

表象が定着していく過程が手に取るようにわかる。アメリカに押し寄せる中

国人労働者問題では、うるさい「蝿」として描かれたりしてもいるが、基本

的には「豚」のイメージで一貫している。

では、なぜ「豚」なのだろうか。まず、弁髪を「豚尾」と呼んでいたこと

から来ていることが指摘できる。つぎに、図体が大きいけれども弱い、とい

●

掌差尋筆董
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図６『図画珍聞」1883年９月１日

うイメージが投影されたことが考えられる。もっとも、坂野潤治がすでに指

摘しているように、以上のような「巨視的な中国観」と同時に、「微視的な

中国観｣、つまり北洋軍閥に代表されるように軍備の増強につとめているあ

などれない強国というイメージも、当時の日本には存在していた｡(5)その一

端は、図５にもうかがえる。第三に、「豚」＝「不潔」というイメージはど

うであろうか。わたしたちは、ここで、ユダヤ人が同じように「豚」のイメー

ジで語られていたことを想起する。１５世紀末にイベリア半島から追放された

ユダヤ人たちを指す「マラーノ」とは、「豚」の意味に他ならなかった。エー

ドゥアルト・フックスの『ユダヤ人カリカチュア』によれば、「ユダヤ人の

豚」は13世紀末に登場し、１５世紀から16世紀にかけて一般化していったとい

う。当時のユダヤ人は宗教上の理由から、豚から作られたものはいっさい口

にしなかった。そうした相反するものを組み合わせ、豚の乳を飲んだり、豚

の糞を食べたり、汚物にまみれ悪臭を放つ豚とのもっとも親密な関係を強調

することで、ユダヤ人に対する軽蔑を表現しようとしたとフックスは分析し

ている。
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しかし、こうした中国人に対する「豚」＝「不潔」イメージは、この時点

ではまだ成立していないのではなかろうか。両者が明確に結びつけられて語

られるようになるのは、内地雑居に関連して中国人労働者問題がさかんに論

じられた日清戦後のことであると考えられる。

３明治10年代新聞報道を例に

芝原拓自「対外観とナショナリズム」が指摘するところによれば、「東京

横浜毎日新聞」の1877年12月７日の紙面に、張春舟という中国人の投書があ

り、新聞等で「必ズ弁髪ノ字へチャンチヤント仮字ヲ用上」たり、「永尾頭

杯ノ字」を平気で使ったりして、庶民が中国人を潮弄侮辱するような傾向を

助長しているようでは、日中間の善隣友好に差し障りが出かねない、と訴え

ていた。

たとえば、「琉球処分」をめぐって清国との緊張が高まっていたころ、「曙

新聞』は1879年８月18日の社説で「外戦ノ予備」を掲げ、次のように主張し

ていた。

若シ（中略）支那卜兵ヲ構上其曲直ヲ砲艦二訴フルノ事アルニ至テハ其攻

戦ノ難易ト.云上軍資ノ大小ト云上其堂西南ノー役二止マランヤ誠二吾邦ノ

ー大事ト謂ハザルベカラズ且支那人緩慢領惰ノ甚ダシキ兵事ハ最其短ナル

所ノカロシト錐トモ然ルモ其国ノ広キ其兵馬ノ多キ荷モ万中二千ヲ抜キ千中

二百ヲ輪ビ百中二又十ヲ撰ビーヲ択バンニ勤兵精卒ノ十万廿万ヲ得ンコト

登難シトセンヤ況ンヤ左宗裳ノカロキハ穣年胡辺二馳駆シ碩風二柿リ氷綴二

泳シ百戦経験スル所アルヲヤ之ヲ奈何ンゾ豚尾奴ヲ以テー概二之ヲ侮ルベ

ケンヤ

ここでは、「豚尾奴」という侮蔑的な呼称を用いつつも、清国が侮るべか

らざる存在であることを強調している。つまり、清国に対する潜在的な恐怖

心の裏返しとしての蔑称であったと考えることも可能である。

また、自由民権運動の機関紙的存在であった「東洋自由新聞』の1881年４

月13日の紙面には、次のような記事が出ている。



○チャンーー坊主が日本の児供を欺まして本国へ売り渡すとの事ハ是まで

横浜等にて度々ありし所なるが此頃神戸にても段々此事が多くあるより親々

たちハ頻りに心配し居ると云ヘハ皆なさん要心が肝腎であります
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○一昨十一日午后第三時頃、横浜百四番地在住支那人道信が深川裏大工町

を通行する折、同町三番地の大塚伊三郎長男福松が鳥渡戯にチャンチャン

と悪口をきらしを憤り幅娼傘を以て打て掛るを、父の伊三郎が是支那人な

にひろくと互に争論の半に巡査来り相方説諭して帰したりと。世の親たる

者、外国人の為に打郷さる篭様なことを引起さぬ様兼て戒めおかれよ

いつぽう、中国人の居留地が近代以前から存在していた長崎の新聞ではど

うであったろうか。

まず、1882年６月24日の晒海新聞」の記事である。

当時の日本民衆が文明開化に底知れぬ恐怖心を抱いた理由の一つに、「異

人」が子どもをさらって外国に売り飛ばしているという風評があった。ここ

では、それを清国人の仕業として注意を促している。

また、「鎮西日報」1882年10月22日の第３面には、次のような記事が掲載

されていた。

○豚尾空中に飛当区広馬場にて去る十六日鋤入が二人何んの訳にや
チーチャーーと相方争ひ終に大喧嘩となりて一人の支那が他の頭の豚尾を

かみのけ

掴みむやみに引くと豚尾は一本も残らずぬけ去り空に飛び上り跡ハ白色に

なりければぬかれた支那人ハ太きな声にて聴き出すに一人は勝利を得たり

と思ひしか豚尾をふりてそのま魁逃げ去りたりと広馬場の鳥売りの咽し居

るを聞きしま々

この記事の後日談として、次のような記事が11月５日の紙面に出ていた。
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○取消弊社新聞一千二百九号の雑報に豚尾空中に飛と題し其文中にも

豚尾の二字を用ひたる処ありしに大浦居留支那理事館より豚尾の両字穏な

らざるに付取消くしとの照会ありて因て豚尾の字ハ総て取消す

つまり、「豚尾」の呼称を問題視した清国「理事館」より抗議があったと

いうのである。このことからも、「豚尾」に対して中国人がすでに侮蔑的な

意味合いを感じ取っていたことがわかる。これらは、壬午軍乱の後のことで

あり、清国側も余計に神経をとがらせていたためであったろう。

ちょうど同じころ、人力車夫の組織である車会党の中心人物の一人三浦亀

吉は、１０月４日に開かれた車夫懇親会でつぎのような祝文を朗読している。

（前略）権利を保ち一生安楽に暮さんと思は糠各々愛国の心なかるくから

ず愛国の心とは則ち我日本国を愛するといへる事にて今その道理を説かん

に審へぱ支那の如く外国の赤溝奴に辱しめられ難にまで瀞貿易壷と笑
はるに至りては恥づべき悔むべきの事ならずや是畢寛人民愛国の心なく其

国の弱きが故なり人民愛国の心なく其国の弱ければ外国の侮りを受くる決

して免れざるところなり(‘）

人民に愛国心が必要であることの強調は、典型的な自由民権派の言説であ

るが、ここで留意すべきは、後に典型的に唱えられるようになる、中国人に

は愛国心が薄い、もしくは無い、という言説が、すでに登場していることで

あろう。

つづいて、1884年（明治17）１２月に発生した甲申政変前後の新聞報道をみ

てみよう。まず、１２月20日の陳京横浜毎日新聞」の記事である。

○支那人日本館を囲むと題しなぱ又た何事の始まりしやと思し召さんが、

蕊に一昨日午後九時ごろ、築地有一館の生徒山崎重五郎、岡繁の二人が入

舟町なる繁の湯へ入浴せし帰り途、一人が、時に君今度の朝鮮事件でも又
ちゃんちゃんめ

彼の豚尾奴が我が兵に対し無礼をしたとは、実に性も懲りもない奴だ、

と話しながら行く後ろに、同町四丁目二番地大取方に寄留する支那人林□
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掠林宗□の二人が来合せて、之を聞き届け唾を吐き掛けたるに、生徒二人

も亦た唾を吐き返し、斯んなものに掛りて閑取らぱ、我々反て馬鹿と言は

れんと其侭館に帰りしが、跡にて彼の支那人二人は大取方の台所より包丁

杯を持ち出し、其近辺に住む同国人数名を語い、有一館を囲みて騒ぎ立ち

居る所へ、巡行の警吏が来り其筋へ拘引の上説諭したりという（□は判読

不能な文字をさす）

有一館とは、自由党の血気盛んな青年壮士が寄宿する場所で、この記事に

出てくる山崎重五郎と岡繁の二人は自由民権派であった可能性が高い。この

ように、自由民権派の中にも清国に対する蔑視感が蔓延していたことは、次

の記事からも見て取れる。

○鶏と豚去る一九日の事東京にて和歌山県の野田久六郎（久太郎力）と

いへる人が生きたる一頭の豚を荒縄にて縛り四人の人夫にこれを牽かせ自

身は片手に鶏を持ち片手に加藤清正の像を画きたる掛物様のものを捧げ異

様の風にて新橋より日本橋辺まで大通りを往来したるが物見高き東京の人

等は何事なるぞと四方より集り来り麗々にて余程の騒ぎを起したりと亦奇

なりと謂ふくし

1885年１月19日に東京の上野公園で開かれた志士大運動会の様子の一こま

を報じた、『大阪朝日新聞」１月23日の記事である。これまで検討してきた

ことから、野田久太郎が引き連れていた豚が清国を表象していることは明ら

かである。また、自身が持っていた鶏とは、加藤清正像とセットになってい

ることや、朝鮮を「鶏林」と呼ぶことなどから、朝鮮を表象しているのは間

違いない。

生きた豚は、京都でも登場した。『大阪朝日新聞」１月25日の記事である。

○屠豚運動京都の有志者は時事に感激せるの余り同意者三百余人と共に

今日豊国神社境内の芝生に於て屠豚運動会といふを催ほし会詑れぱ一同列

を正して京都市中を歩き最前には紙製の○○○○○○○に模したる物の槍
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に突刺したるを捧ぐる者あり又豚の首筋を綾めながら豚殺せ豚殺せと連呼

する者もある趣向なりと

ここでも、先ほどの記事の「加藤清正」同様に「豊国神社」＝豊臣秀吉の

朝鮮侵略が想起され、その「記憶」とともに「豚殺し」の儀式めいたものが

行われている。文中の「○○○○○○○」に入るのは、おそらく「ちゃんちゃ

んめ」という言葉であったろうか。

京都の運動で引き回された豚の運命がどうなったかはわからないが、東京

で野田久太郎が引き連れていた豚は、その後、上野公園で開かれていた大運

動会で実際に殺され、参加団体の一つ佐賀青年会のメンバーによって竹槍の

先に突き刺されるという始末となった。この大運動会を企画したグループは

様々であったが、自由民権派のグループも多数参加していたことが確認され

ており、民権派の中国に対する侮蔑意識はとても激しいものがあった。

こうして、甲申政変を契機に民権派の若者たちの行動によって示された中

国に対する敵愉心と侮蔑意識は、それを見物していた民衆や、新聞報道を通

じてより広範な民衆の中に受容されていったと推測できる。それをうかがわ

せる記事を次に引用する。

○日清談判…清国公使館に居る同国人六名は、何も京橋区宗十郎町の亀ノ

湯に来り、二階に上りて茶湯と女と戯るるを乞よなき楽しみとなし居るが、

去る二八日の夜も此六人が打ち揃って入り来り、やがて湯に入りしが、中

にて日本人と言合いを始め、砲丸ではない湯水を注ぎ合いし末、六人は湯

より上りてこ階へ往かんと為せし時、湯の中にて一人の男がイヨ「おたま

杓子の瀧上り」と評したり。斯くと聞く此方はムッと‘憤り、降り来りて矢

鱈無性に他人を執へアナタ言いました、ナニ己レが何時言った、と談判最

中、一人の支那人は巡査派出所に駈け付けて之を告げ、巡査も出張したれ

ど、奈何せん、相手の人の知れざれぱ仕様ことなく、支那人の方は到頭泣

寝入になりたりと

1885年３月４日の陳京横浜毎日新聞」の記事である。甲申政変時は、清
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４日清戦勝と侮蔑意識の定着

日清戦争の最中、新聞紙面では「チャンチャン」「豚尾漢」「豚兵」のラッ

シュであった。

『万朝報」には、豚の足をライオンがなめている絵や、「日清大相撲」と

題する絵（1895年１月11日、図７）が掲載されている。「日清大相撲」に登

場する力士名は、「秋津洲」と「豚の鼻」である。見物人の「黒溝」が、「豚

の鼻は大きいが、秋津洲は相撲巧者なので小さくとも豚の鼻を投げ飛ばすだ

ろう」というと、「青目玉」が「なかなかそうはいかぬ。秋津洲がいくらう

まくても、終いには疲れて負けるにきまっている」という。「黒鴬」と「青

目玉」が固唾をのんで見つめていると、「秋津洲」の一突きで「豚の鼻」の

体がばらばらになってしまい、勝負はあっけなくついた。ここでも、明治１０

年代から慣用されてきた「秋津洲」＝「蛸蛤」（トンボ）＝日本と「豚」＝

清国という表象が利用されて、日本の勝利が願われている。そして注目すべ

きは、「黒溝」と「青目玉」という観客の設定である。ここには、日清戦争

が、欧米列強の監視の中で行われた「文明国」グループへの加入試験であっ

たことが見事に画かれている。

それだけではない。「万朝報』は、被差別部落に対する偏見を利用して、

次のようにも述べている。1894年９月19日の「八面鋒」と題するコラムの文

国公使館が日本人の襲来を恐れて厳戒態勢をとっていたというが､彼らにとっ

て、日本人の侮蔑意識を伴った攻撃性が非常な脅威であったことを物語って

いよう。
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図７「万朝報』1895年１月11日
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章である。

▲新耳塚一蔦以上の清兵降りて伴虜となる我に取て是程の迷惑なし我ハ

文明国法に従ひ一々之を菱ひ霞かざる可からず、呼迂鳶、何ぞ悉く其耳を

切り新耳塚を築かざる▲新穣多万余の伴虜、殺す可からずとせ（連帰りて

如何にせん、獄舎も此多数を入る翰能はず彼等を職多となし市町村の一隅

に置て工業上の苦役に充んにハ

「耳塚」とは、いうまでもなく秀吉の朝鮮侵略の際に、殺害した敵兵の鼻

や耳をそぎ落として桶や瓶に入れて持ち帰ったものを集めて埋めたもので、

京都の方広寺などにあることで有名である。清国兵の伴麗を殺して「新耳塚」

を作れ、それが不可能ならば日本に連行して「職多」にしてしまえ、という

過激な主張は、文明国風に振る舞うことを要請されていた日本軍に隠されて

いた本音であったのかもしれない。それが表面化したのが、旅順港虐殺事件

であった。（７）

ところが、「万朝報ｊのこの記事よりも早く、南国鹿児島の「鹿児島新聞』

８月４日の紙面には、「豚尾を切取るべし」と題する次のような記事が掲戟

されていた。

昔し豊太閤の朝鮮を征伐するや我兵競ふて敵の耳を切取り持帰りたる由に

て今尚ほ耳塚の古跡あり今回は其首を取る代りに彼の豚尾を切取り戦勝の

後これを集めて錨綱を造るとか何とか後日の紀念となす可し或説に西洋婦

人は篭（墜力）用として支那人の豚尾を一本一弗に買受る由なれば臨時大

売捌所を設けて豚尾の輸出をなすも一興ならんといふ

「豚」の表象の本家本元というべき「圏園珍聞』は、日清戦争の時期にも

｢豚」の絵を多数登場させているが、文章においても潮弄・侮蔑をエスカレー

トさせていった。1894年９月22日の第980号には、「酒蛙説」（社説のもじり）

として山陽道人の「チヤンーーの末路」が掲載されている。また、第989号

(1894年11月24日）と990号には､.骨皮道人の「ちゃん一～尽しいろは頭附か
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ざ室

ぞへ唄」なるものが掲載され、「いの字とセー如何に強情張るとても、態を

見ろ、最早や嚢の鼠なり、コノちゃん一～坊主｣、「りの字とセー理も非も分

らず豚尾めが、無敵流、日本に手向ふめくら蛇、コノちゃん〆～坊主」など

とうたわれていた。園図社では、こうした狂歌や替え歌を集めて『ちゃん

一～集」なるものまで発行したのである。

作家の谷崎潤一郎は、当時のことを次のように回想している。

日清戦争の時分、われわれは中国人のことを「チャンチャン」と云った

り、その下に「坊主」をつけて呼んだりした。これはわれわれが欧米人か

らジャップと呼ばれたものと同じやうな意味でもあるが、さう云ってもチャ

ンチャンと云ふ音の中には多少の愛嬢も含まれているので、ジャップより

は増しであったやうにも思う。兎に角当時の子供たちは面白がってその呼

称を使ったもので、「坊主」を下につけて呼ぶなどは殆ど幼童に限ってい

た。が、中国人に対して甚だ失礼であるその呼び方も、彼等が弁髪を廃し

た頃から次第にわれわれも口にしないやうになった｡（８）

日清戦争後、日本の近代化に学ぼうとして、清国から初めての留学生が日

本にやってきたのは、1896年１月３日のことであった。１３名の留学生が来日

した。しかし､そのうちの４名は、２，３週間もしないうちに帰国してしまっ

た。その理由は踊子どもから「チャンチャン坊主」といって冷やかされたこ

とと、日本の食事が口にあわなかったためであったという｡(，）

子どもたちの無邪気さが持っている毒は、日本の植民地となった台湾から

派遣された留学生にも、見境無く浴びせかけられた。「万朝報」から関連記

事を二つ引用してみる。

台湾学生に対する警戒総督府国語学校教授本田嘉種の引率し来れる同校

土民学校生二十一名ハ目下下谷区末広町の旅館田嶋方に投宿中なるが何れ

も尚支那服を着け弁髪を垂れ居るより頑是なき児童等ハチヤンチヤンと罵

り瓦石を投ずる等危険の事多きより拓殖務省にてハ特に欝視総監に対し之

が警戒方を依頼した由（1897年７月31日）
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台湾学生（前略）昨社員本田氏を訪ひ同氏の通訳に依り種々学生と談話

を試みたるに彼等ハ未だ国語に通ぜざるも日用の簡易語ハ能く記憶し居れ

り社員第一に彼等が内地に入りし以来如何なる感じを惹起せしやを質せし

に「日本ハ善き国である、人々皆清潔である、景色が甚だ善い、台湾に帰

れパ話して聞かせます」と云ひ更に国人ハ善人多きか悪人多きかとの問に

答へてハ「或是有善人或是有悪人今も窓の下へ来てチヤンチヤン坊主と云

ひ石を打ちて行きました道を歩るくにも屡（打たれて困ります」と云へり

(後略）（1897年８月13日）

本田が乃木希典台湾総督に相談したところ、乃木は、彼等に「内地風」の

服と帽子を買い与え、着用させたという。その後は、彼らに対して「チャン

チャン坊主」という蔑称が浴びせかけられることも少なくなったらしい。差

別と同化（日本化）との相関関係を想起させるエピソードである。

おわりに

以上、中国人に対する蔑称である「チャンチャン坊主」が蔓延していくと

ほぼ同時に「豚」のイメージが成立し、定着していく過程を見てきた。注意

しなければならないのは、日清戦争の前までは、侮蔑や廟弄のまさざしと同

時に、中国に対する恐れや日本の近代化に対する反省的な批判が存在してい

たことである。その意味では、民衆の侮蔑的な中国観は、一直線に形成され

たのではなく、揺れ動きつつ形成されたと評価するのが正しい。それを決定

づけたのが日清戦争であったことは、すでに指摘したとおりである。

そして、「豚」のイメージの中に「不潔」という意味が付加され、“大き

くて弱い”イメージから「不潔」の方にウェイトを移動させていくのは、内

地雑居問題が契機であった。横浜などの「支那人街」のルポルタージュ力噺

聞等にさかんに掲載され、その不潔さと非衛生的な環境が強調されていった。

そして、「社会のバチルス」といった中国人観がまき散らされていったので

ある。それは、まぎれもなく、近代日本におけるレイシズムの歴史である。

もとより本稿は、中国（人）に対する言説とイメージの系譜的研究の域を
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出ず、その背景にある社会経済的な構造にまで斬り込んではいないが、本稿

に即して残された課題は、中国人に対する差別的呼称が「チャンチャン坊主」

から「チャンコロ」に、いつごろどのようにして変わったのか、ということ

である。この問題を考えるときに、先に引用した谷崎潤一郎の回想が一つの

手がかりを提供している。谷崎は、「チャンチャン坊主」という呼称も「彼

等が弁髪を廃した頃から次第にわれわれも口にしないやうになった」と指摘

している。先の新聞記事によって明らかなように、「チャンチャン坊主」と

いう呼称は、弁髪と密接に結びついていた言葉であった。だから、弁髪を帽

子で隠せば、「チヤンチャン坊主」と呼ばれることもほとんどなくなったの

である。

中国で弁髪が廃止になったのは、辛亥革命によって中華民国が成立したこ

とによる。とすれば、1912年の中華民国の成立を一つの画期として「チヤン

チャン坊主」という差別的呼称が消えていったと推測できる。

それでは、「チャンコロ」という呼称はいつごろから登場してくるのであ

ろうか。

管見の限りでは、1918年（大正７）にはすでに一般的に使用されていたこ

とが、資料的に確認できる。まず、されとうけいしゆうのＩ増補中国人日

本留学史ｌに引用されている王供壁陳遊揮汗録ｌの中の一節である。

それは1918年５月６日の夕方のできごとであった。国恥記念日を前に相談

をしていた中国人留学生の会合に替官が介入し、もみ合いになった。そのと

き、警官は次のように言い放ったという。「われわれ警官は、きさまらが会

議をひらくようなそぶりとか、治安をみだすそぶりとかをみとめたら、それ

を罪とかんがえるのだ。…きさまらチャンコロが文明だなんていうのはチャ

ンチャラおかしいや！」。留学生たちが逮捕され連行されていく途中、床屋

のおやじが言った。「チャンコロのばかやろう、大日本帝国の威光をしられ

えか？｣、と。

もう一つは、宮崎潰天が1918年11月12日に『上海日日新聞」に送付した

東京より」と題する連載ものの原稿であり、滑天が日本人の権威主義的な

体質を痛烈に批判した部分である。
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彼等は通常、白人を呼ぶに毛唐を以てし、支那人を呼ぶにチャンコロと称

し候・而も面と向って白人に対するや…その歓心を失はざらんことを努め、

その支那人に対するや、恰も奴隷に対する如く、二言目には面と向って、

此のチャンコロ奴と呼ぶが通例に候。畢寛弱者に強く強者に弱き態度に候｡(10）

このように見てくると、辛亥革命後、1913年（大正２）９月に南京で日本

人が殺害された（南京事件）ことをめぐり、中国に対する強硬論が沸騰し、

1915年（大正４）に21カ条要求をつきつけていく過程で「チヤンコロ」とい

う呼称が登場し、瞬く間に普及していったと推定することができる。「チャ

ンチャン坊主」という呼称が使われなくなったとしても、その大本にある中

国人に対する差別意識＝日本人の優越意識が何ら変わっていないのだから、

あらたな蔑称が登場するのは単に時間の問題であったといえよう。

こうして、中国人を人と思わなくなった戦前の日本人は、中国大陸の各地

で南京大虐殺に代表されるような虐殺事件や婦女子に対する強姦殺害事件を

起こし、あげくには731部隊にみられるように中国人を「丸太」と称して人

体実験に使うなどの蛮行を繰り返したのである。

はたして、「チャンコロ」という言葉がほとんど死語になった戦後日本を

生きる私たちは、こうした戦前のレイシズムを完全に払拭できているのであ

ろうか。近代の日本人のほとんどが無邪気で無自覚なレイシストであったと

いう歴史的事実を、今どれだけの日本人が自覚的に受けとめているだろうか。
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